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はじめに

三宅秀（1848－1938）は，東京大学初代医学部
長（1881－1890）をはじめ，帝国大学医科大学長

（1886－1890），1888 年の学位令制定では日本初
の医学博士，さらには 1903 年において東京帝国
大学最初の名誉教授となるなど医学者としての最
高の名誉職を擔う注１）．

そんな彼は，近代医学教育の普及と発展に尽力
するとともに，各地で行われた講演などを通して，
当時の日本人の健康および身体教育についてその
改善を指摘し説諭している．

彼のそれらの知見は，衛生，服装，女子教育，
武道，海外のスポーツ事情など多岐にわたってい
る 1）・2）．

しかしながら，これまでの先行研究では三宅と
「水泳」に関するものは見当たらない注 2）．

そこで，本稿では近代日本の医学教育の基礎づ
くりに尽力した三宅による講演活動，なかでも「水
泳」に関する懇談について取り上げ，当時，医学
界の重鎮であった三宅が医学者の立場から「水泳」
に対してどのような考えを示していたのか，そし
て，医学的立場から当時のそれらの状況にどのよ
うなことを指摘し説諭していたかを明らかにする
ことを目的とした．

その手がかりは，これまでに体育・スポーツ史
研究分野では明らかにされていない三宅自身が用
いた「自筆講演用メモ」3）からその考察を試みた．

ここでいう「自筆講演用メモ」とは，三宅が講
演を行う際に持参していた自筆のメモである . 彼
はこのメモを持ち，読み上げていたという．

それはともかく，「自筆講演用メモ」に記され
た三宅による「水泳」についての考え方について
の考察は別稿に期すこととし，本稿では三宅が懇
談にあたってあらかじめ準備していた「水泳」に
ついての内容とはいかなるものであり，どのよう
なことを指摘し説諭しようとしていたかについて
その全容を明らかにすることである．

本論

１．「講道館講話」における「水泳」について

三宅が用いた「自筆講演用メモ」にはその末尾
において「講道館講話」と明記されている．した
がって，この講話は講道館で行われたものである
ことが確認できる注 3）．

しかしながら，講話の年月日，さらには，どの
ような経緯によりこの講話が行われたかについて
の記載はなく詳細は不明である注 4）．

以下，「講道館講話」の全文を明らかにする注 5）．
（原文縦書き）
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写真 1 「講道館講話」の一部（個人蔵）
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2．「家庭父兄懇話會」における「水泳」について

本論における「1」と同様に三宅が用いた「自
筆講演用メモ」にはその末尾において「家庭父兄
懇話會」と明記されている．したがって，この懇
話会は「家庭父兄懇話會」において行われたもの
であったことが確認できる注 7）．

しかしながら，懇話の年月日，さらには，どの
ような経緯によりこの懇話会が行われたかについ
ての記載はなく詳細は不明である．

以下，「家庭父兄懇話會」の全文を明らかにす
る注 8）．（原文縦書き）

写真 2　「自筆講演用メモ」の一部（個人蔵）

注6）
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おわりに

三宅による「水泳」に関する二つの懇談の全容
を明らかにしたわけであるが，彼は衛生ならびに
安全管理について，そして，医学者の立場から「水
泳」という運動が身体にどのような影響（効用）
を及ぼすかについて事例を用いて分かり易く述べ
ている．

例えば，「講道館講話」では水温による体温の
変化について，さらには，水泳実施における様々
な注意点を詳しく述べている．

なかでも，筆者が特に注目したのは「呼息シテ
肺ヲ空クスレハ比重一．〇五七トナリ、肺ヲ充盈
スレハ〇．九六七トナル、故ニ肺ヲ充実セシメテ
仰臥シ流ニ乗スレハ運動スルヲ要セス」という部
分である．

近年における人体の浮力に関わる比重について
の研究では，「呼気時の比重が 1.07 前後程度」4），

「対象者 9 歳から 15 歳の男女呼気時：男子 1.0014
～ 1.0577，女子 1.0013 ～ 1.0357. 吸気時：男子 0.9364
～ 0.9948，女子 0.9541 ～ 0.9918」5），「平均でみ
れば吸気では 0.98 程度、呼気で 1.03 程度」6）と
の報告がある．

したがって，三宅が用いた比重に関する当時の
数値は今日における研究結果と比較しても同等

（範囲内）のものであったといえよう．
一方，「家庭父兄懇話會」では冒頭で三育の観

点から「体育ヲ主トシ、智徳二育之ニ随ヒ、智ヲ
進メ、徳育ヲ怠レハ体ニ障害ヲ及ホスヿ明カナリ
故ニ学校ニ於テハ智育ノ進度、徳育ノ実践ヲ家庭
ニ報スルト、同時ニ身体モ共ニ上進セルヿノ報通
ヲ怠ルヘカラス」と述べ，教育の面からも身体活
動（体育）の重要性について述べている．

その中で，「水泳ハ清潔、運動、強壮法、徱技
ノ四徳ヲ兼タ、殊ニ海国ノ者ニハ必要アリ、故ニ
河海ニ乏シキ地ニテモ水練場ヲ設置セリ」と述べ
水練場，すなわち，今日におけるプール等の設置
について指摘しており，「海国」（日本）にとって
の「水泳」の重要性について述べている注 10）．

このように，三宅は日本人の健康の保持・増進，
さらには，水難から身を守る一つの手段として「水
泳」がいかに重要であるかについて説諭している

ことがわかる．
したがって，三宅は「講道館講話」の最後にお

いて「水泳」を「身体ヲ強健ナラシメ心思ヲ快潤
ニスル効力アリ」とその効用を認め，締め括って
いる．

以上のことからも，三宅は医学界における重鎮
でありながらその活躍ぶりは医学教育だけの範疇
に止まらず，広い知見から当時の人々に「水泳」
の重要性について力を注いでいたことがわかる．

このような医学者三宅の「水泳」に対する考え
方は当時の国民に対する健康の保持・増進，さら
には近代日本の学校体育の普及と発展にも少なか
らず影響を与えたのではないかと考えられよう．

したがって，彼のこのような講演活動は、その
後の広い意味での日本人の身体の形成過程にも影
響を与えたと考えられ，それゆえ，当時の体育指
導者同様に再評価されるべきであろう．
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注

注 1 ）三宅秀の功績については以下を参照．
　　・三宅秀，「履歴書」，個人蔵．
　　・ 富士川游，三宅秀先生小傳先生五七日忌法

要に際して，中外医事新報，第 1255 号，
pp.1-6，1938．

　　・�東京帝国大学医学部病理学教室五十周年記
念会，東京帝国大学病理学教室五十年史（上
巻），pp.46-48，東京帝国大学医学部病理
学教室五十周年記念会，1939．

　　・�村上一郎，蘭医佐藤泰然その生涯とその一
族門流，房総郷土研究会，pp.206-207，1941．

　　・�三浦義彰，20 世紀のわが同時代人，千葉
医学雑誌，pp.239 － 244，2000．

　　・�日本女子大学編，日本女子大学学園事典－
創立 100 年の軌跡，p.316，日本女子大学，
2001．

注 2 ）筆者のこれまでの調べでは体育・スポーツ
史研究分野以外においても取り上げられたこ
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とはないと思われる．
注 3 ）「講道館」とは講道館柔道の創始者嘉納治

五郎（1860-1938）によって創設されたもの
と考えてよかろう．

　　　三宅と嘉納の関係を示すものとしては以下
を参照．

　　・�頼住一昭，三宅秀の柔術観，スポーツ健康
科学研究，第 41 巻，pp.15-21，2019．

　　・�片桐芳雄，評伝成瀬仁蔵－女子高等教育か
ら「社会改良」へ－，pp.514-515，日本女
子大学，2021．

注 4 ）縦 13㎝，横 19.5㎝，計 2 枚，万年筆で書
かれている．

　　　その他の「自筆講演用メモ」と比較すると
用紙，書式，書体などから明治中頃のもので
はないかと思われる．

注 5 ）■印は解読困難な文字を示す．
注 6 ）この部分のみ毛筆でやや大きく書かれてい

る．
注 7 ）縦 13㎝，横 20㎝，計 2 枚，万年筆で書か

れている．
　　　その他の「自筆講演用メモ」と比較すると

用紙，書式，書体などから明治中頃のもので
はないかと思われる．

注 8 ）■印は解読困難な文字を示す．
注 9 ）この部分のみ毛筆でやや大きく書かれてい

る．
注10 ）「土居陽治郎，下永田修二，学校プール建

設の歴史と学校体育における水泳教育の変
遷，国際武道大学研究紀要，第 25 号，pp.31-
41，2010」によると水泳という運動が学校体
育の中で重要な位置づけがなされるように
なったのは 1968 年の学習指導要領改訂時期
からであるという．
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